
 

 

水源林の公的管理へ向けた取組状況について 

長野県林務部森林政策課 

 

１ 水道水源地に係る森林の現況調査 

   平成 24 年 4 月に県内 77 市町村へ依頼し、水道水源地を保全する森林の有無、

管理の状況について把握しました。 

   平成 24 年 8 月から 12 月にかけては、公的管理の意向を示した 40 市町村の林

務担当部局と水道担当部局、森林政策課、地方事務所林務課の職員が集まり、内容を

精査しました。 

 

(1)調査対象  

水道水源地 1,714 箇所（H24 環境部調べ：水道現況図に記載） 

 

(2)回答及び打合せ結果 

公的管理の意向を示した箇所 

保安林化５0 箇所 公有林化 3 箇所 協定締結８2 箇所 検討中１31 箇所  

①  回答のあった水源地の内訳   

区分１ 箇所数 区分２ 箇所数 

回答があった箇所 1,575 箇所

水源林あり 1,300 箇所（76％）

水源林なし 211 箇所

現在不使用 64 箇所

回答がなかった箇所 139 箇所 — — 

合計 1,714 箇所 — — 

② 公的管理の方向（水源林あり 1,300 箇所） 

区   分 箇所数 割合 備考 

すでに管理している・現状維持 1,034 箇所 80％ 1034/1300 

公的管理をする 135 箇所 10％ 135/1300 

管理

手法 

保安林指定 50 箇所 (37％) 50/135 

公（市町村）有林化 3 箇所 (2％) 3/135 

土地所有者と協定締結 82 箇所 (61％) 82/135 

検討中 131 箇所 10％ 129/1300 

計 1,300 箇所 － － 

 

２ 市町村への支援 

 (1)打合せ会議 

   林務担当部局と水道担当部局の職員が一緒に集まり、水源林の保全について話をす

ることは、多くの市町村で初めてであり、市町村全体で検討していくきっかけとなり

ました。 

資 料 ５ 
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   しかし、今後の作業については、ほとんど市町村で白紙の状態であったため、次の

ことを決めました。 

 

①  保全する水源林の範囲を決めること。 

②  水源林内の土地所有者を把握すること。 

③  検討中の箇所は、管理の方針を決める。 

④  必要であれば説明会を行う。 

 

   以上の内容について、市町村と土地所有者、地域が、お互いに水源林としての認識

を共有することが重要であることを強調し、目標とする時期を設定しました。 

   また、森林の水源涵養としての役割を市町村職員のべ 117 名に説明を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     佐久市での打合せ           安曇野市での打合せ 

 

(2)土地所有者、地域への説明資料、協定書(案)の提供 

  市町村が説明会等を開催する場合の説明資料として、次のデータを配布しました。 

① 水源林や水資源を取り巻く状況（Power Point ファイル） 

② 保安林の指定について（Power Point ファイル） 

③ 土地所有者への説明書（保安林指定）（Excel ファイル） 

④ ○○水源に係る森林の公有林化について（Power Point ファイル） 

⑤ ○○水源の水源林保全のための協定について（Power Point ファイル） 

 また、協定書(案)の参考様式を配布しました。 

 

(3)水源林公有林化支援事業の新設 

  市町村が、森林内の水源地及び水源林の公的管理を図る上で、やむを得ず土地等

の取得が必要となった場合の費用を支援するために、長野県森林づくり県民税活用

事業に水源林公有林化支援事業を新設しました。 

   補助率 取得費用の 1/3（上限は、10,000 千円/市町村） 

   事業期間 平成 25 年度～29 年度 

 

３ 今後の進め方 

   平成 29 年度末までに保全の必要な森林が、100％公的管理されるよう取り組み

を推進します。 
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水源林や水資源を取り巻く状況水源林や水資源を取り巻く状況

長野県林務部森林政策課長野県林務部森林政策課

１１ 取得目的不明・実態のわからない取得目的不明・実態のわからない
外国資本等による外国資本等による森林買収森林買収外国資本等による外国資本等による森林買収森林買収

平成平成2222年年99月月77日日
NHK「クローズアップ現代」

群馬県嬬恋村の例群馬県嬬恋村の例
（平成（平成2424年年1010月月2929日付け中日新聞から）日付け中日新聞から）

 群馬県嬬恋村の浅間山麓。群馬県嬬恋村の浅間山麓。

 平成平成2323年年99月、シンガポール人の投資家が約月、シンガポール人の投資家が約44ha44haの森林の森林
を購入。を購入。

 森林は森林は、、20072007年に年に倒産した建設業者が所有していた。倒産した建設業者が所有していた。

売買を仲介 た東京都内 動産業 男性（ ）売買を仲介 た東京都内 動産業 男性（ ） 売買を仲介した東京都内の不動産業の男性（６５）売買を仲介した東京都内の不動産業の男性（６５）

「購入目的は資産保有。現段階で開発の計画はない」「購入目的は資産保有。現段階で開発の計画はない」

 森林の一部から湧き出している水の森林の一部から湧き出している水の1/41/4の使用権も含の使用権も含むむ

 嬬恋村は危機感を持っている。嬬恋村は危機感を持っている。

 干川博志企画財政課長干川博志企画財政課長 「森林の近くに、村の水道水「森林の近くに、村の水道水

の水源がある。湧き水を大量にくみ上げれば、周辺にの水源がある。湧き水を大量にくみ上げれば、周辺に

影響する可能性がある」と話す。影響する可能性がある」と話す。

長野県内の事例長野県内の事例

 平成平成2222年から林野庁と年から林野庁と
国土交通省で調査国土交通省で調査

 平成平成2323年年55月に軽井沢月に軽井沢
町の別荘地で約町の別荘地で約3ha3haの買の買
収が公表された。収が公表された。表表

２２ 県や市町村の動き県や市町村の動き
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広域での取り組み

佐久地方連絡調整会議

上伊那の水資源を保全するための連絡会議

アルプス地域地下水保全対策協議会域 水保 対策協議会

関係市町村等が、地下水等水資源を保全
していくため情報交換を行い、共に研究・検
討を行うことを目的して会議を設置しました。

市町村の取り組み

 地下水の取水を規制する条例の制定
新設：佐久市、佐久穂町、立科町、軽井沢町など

改正：小諸市、御代田町、伊那市など

地下水等の保全に関する条例を定めていた市町村は、平成24年2月
時点で45市町村であったが、新たに条例を制定したり、既存の条例を
強化する市町村がある。

改正 小諸市、御代田町、伊那市など

 地下水の利活用、涵養を含んだ条例作り
安曇野市（H25.3月定例会へ提出）

 井戸の水位を継続観測へ
塩尻市（2013年度から）

 地下水の測定地点を増
長野市（２ヶ所 ⇒ ８ヶ所）

県の取り組み
新たな条例の創設

「長野県豊かな水資源の保全に関する条例」
水資源保全地域の指定

土地取引の事前届出制（３ヶ月前までに）（Ｈ25.10月～）
３３ 水源を守るために水源を守るために

何をしたらいいの？何をしたらいいの？何をしたらいいの？何をしたらいいの？

目的不明な森林買収目的不明な森林買収

外国資本に限らず

水源地が危ない水源地が危ない

いつまでもきれいな水をいつまでもきれいな水を

自由に使うために自由に使うために

水源林を確認しましょう水源林を確認しましょう

水水 道道 水水 源源 地地

水源林を確認しましょう水源林を確認しましょう

守るべきための森林は？守るべきための森林は？

誰が所有している森林なのか？誰が所有している森林なのか？

知らない内に知らない人へ土地が渡らないように。知らない内に知らない人へ土地が渡らないように。

整備されずに放置されている森林がないか？整備されずに放置されている森林がないか？
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①① 水源地の位置を認識しましょう水源地の位置を認識しましょう
水道水源保全地区
水質保全のための地区指定
開発行為は、知事の同意が必要。

説明する地域の位置図説明する地域の位置図
を添付する。

②② 守りたい水源林の範囲を決め、守りたい水源林の範囲を決め、
誰の土地か調べましょう誰の土地か調べましょう

出来るところから始めましょう。出来るところから始めましょう。

取水位置の上流の集水範囲は、守るべき範囲と取水位置の上流の集水範囲は、守るべき範囲と

考えてよいでしょう。考えてよいでしょう。

③③ 水源林を公的管理へ水源林を公的管理へ

・ 保安林指定

木の伐り方、土地の形質変更に制限をかける

・ 公有林化

県の方針は、下記の公的管理を進めています。

公有林化

市町村が買収

・ 土地所有者と協定

水源林保全のために市町村と締結

水源、地域に合った方法、水源林の範囲を選択！

４４ 森林は、水に対して森林は、水に対して
どのような役割を果たすの？どのような役割を果たすの？どのような役割を果たすの？どのような役割を果たすの？

水循環の過程水循環の過程

樹冠
遮断

樹幹
流下

浸透

樹冠
透過
降雨

遮断蒸発

蒸散

樹根による吸水地表流
地面蒸発

降雪

降雨

地下水流

地中流

河川流出

水面蒸発

地面蒸発

裸地と比較すると、森林は
雨水を地表流とせず、地中
流に変えて、ゆっくりと渓流
に流出させる

平成17年度福島県委託事業「新たな森林整備のあり方に関する調査研究報告書」より

落ち葉や下草のはたらき落ち葉や下草のはたらき

土の粒がつぶれて
できた膜。透水性
が小さく、雨水が
土に浸透しない。

森の土 畑などの土

土壌の表面の土粒子が雨粒の衝撃によって叩かれ
たりはね飛ばされたりして細かく砕かれ、それが土壌
の表面の間隙に詰まって目詰まりを起こす。

健全な森林土壌を維持すれば、それが雨水を全て
地中に浸透させ、水源涵養機能は発揮される。森林の
「地下部」が水源涵養機能を発揮している。

平成17年度福島県委託事業「新たな森林整備のあり方に関する調査研究報告書」より
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はげ山と皆伐跡地、土壌が不健全な森林の比較はげ山と皆伐跡地、土壌が不健全な森林の比較

健全な森林土壌が
維持されていれば、
水源涵養機能は発揮
されるされる。

平成17年度福島県委託事業「新たな森林整備のあり方に関する調査研究報告書」より

不健全な森林不健全な森林

健全な森林健全な森林 森林も水の消費者である森林も水の消費者である

木が大きくなると たく

蔵治光一郎著「森林の緑のダム機能（水源涵養機能）とその強化に向けて」より

木が大きくなると、たく
さん水を吸い上げます。

↓
沢へ出てくる水の量が

減る傾向にあります。

間伐すること間伐すること
水を吸い上げる連中を減らす

水源林として望ましい森林の姿水源林として望ましい森林の姿
１）１）粗大孔隙の大きな森林土壌を持つ森林粗大孔隙の大きな森林土壌を持つ森林

２）２） 樹冠葉量の少ない森林樹冠葉量の少ない森林

３）３） 齢級構成の高い森林齢級構成の高い森林３）３） 齢級構成の高い森林齢級構成の高い森林

４）４） 林床が下層植生や林床が下層植生や

落葉落枝に覆われた落葉落枝に覆われた

森林森林

平成17年度福島県委託事業「新たな森林整備のあり方に関する調査研究報告書」より
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○○水源に係る森林保全のための協定書（参考様式） 

 

 ○○市町村長（以下「甲」という。）と森林所有者○○○○（以下「乙」という。）とは、

○○水源に係る森林の保全のために次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、甲乙合意のもと必要な事項を定め、○○水源に係る森林の保全を図るこ

とを目的とする。 

（水源林の範囲） 

第２条 ○○水源に係る森林（以下「水源林」という。）の範囲は、別紙１に定める範囲とする。 

（森林の所在場所） 

第３条 水源林の内、この協定により保全する森林の所在場所は、次のとおりとする。 

（１） 所 在  ○○市町村大字○○字○○    番地 （多数の場合、別表を作成。） 

（２） 面 積  ○○○○㎡（登記簿上面積） 

（協定の期間） 

第４条 この協定の期間は、締結日から平成○○年○○月○○日までとする。 

    ただし，期間満了後の期間延長に関しては，期間最終年度に甲・乙協議するものと

する。 

（甲の責務） 

第５条 甲は、保全する森林について、次の条件を遵守する。 

（１） 水源林の機能の高度発揮のために森林整備等の必要な措置を講じる。 

（２） 保全する森林の状況について、知り得た情報を速やかに乙へ伝えること。 

（３） 森林整備等のやむを得ない事由により立木の伐採もしくは他の用途に転用する場 

合は、あらかじめ乙に通知し協議するものとする。 

（４） 第 6条（４）により乙から土地の所有権及び地上権又は賃借権を移転（売却、賃 

貸契約）する届け出を受けた場合は、新たな土地の権利予定者へ協定の内容を説明 

し、同意を得て新たに協定を締結する。 

（乙の責務） 

第６条 乙は、保全する森林について、次の条件を遵守する。 

（１）水源林として重要な森林であることを認識し、善良な管理のもと使用すること。 

（２）森林以外への転用（開発）する場合は、甲と協議すること。 

（３）土地の所有権及び地上権又は賃借権を移転（売却、賃貸契約）しようとする場合

は、あらかじめ具体化する前に甲へ所有権等移転予定届（様式第１号）を届け出る

こと。 

（４）土地の所有権及び地上権又は賃借権を移転（売却、賃貸契約）する場合は、甲へ

土地所有者との協定の場合 
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所有権等移転届（様式第２号）を届け出るとともに、新たな土地の権利予定者へ協

定書の内容を説明しこの協定を継承する旨の約諾書（様式第３号）を提出させるこ

と。 

（５）立木の伐採を行う場合は、市町村森林整備計画に則した伐採とすること。 

（６）第５条（１）に協力すること。 

（７）その他必要な事項については、甲乙協議の上定めるものとする。 

（協定の解除） 

第７条 この協定の変更又は廃止は、甲乙の合意によらなければならない。 

 

（協定に定めのない事項） 

第８条 この協定に定めのない事項又は疑義が生じた事項については、その都度、甲乙が協

議の上、必要事項を定めることができる。 

 

（協定の継承） 

第９条 乙は、協定期間中に土地の所有権及び森林の所有を目的とする地上権又は賃借権を 

相続する場合においては、この協定の内容を相続人に継承するものとする。 

 

この協定締結に同意しその内容を証するため、本書を２通作成し、甲乙両者において、記

名押印の上、各自その１通を保有するものとする。 

 

 

 

平成  年  月  日 

甲 住  所 

 氏  名          印 

乙 住  所 

 氏  名          印 
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様式第 1 号 

 

 

所有権等移転予定届 

 

 

 

 

○○市町村長 様 

 

 

私は、○○水源に係る森林保全のための協定における土地の所有権及び地上権又は

賃借権を移転する予定なので届け出ます。 

 

 

平成  年  月  日 

住所 

氏名             印 

 

記 

 

１．所有権等を移転する予定の土地の所在及び地番 

（１） 所 在  ○○市町村大字○○字○○    番地 （多数の場合、別表を作成。） 

（２） 面 積  ○○○○㎡（登記簿上面積） 
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様式第２号 

 

 

所有権等移転届 

 

 

 

 

○○市町村長 様 

 

 

私は、○○水源に係る森林保全のための協定における土地の所有権及び地上権又は

賃借権を下記のとおり移転することを届け出ます。 

なお、新たな土地の所有者等となる者に対して、当該協定の内容等について説明し

ます。 

 

平成  年  月  日 

住所 

氏名             印 

 

記 

 

１．新たな土地の所有者等の住所及び氏名 

（１） 住 所 

（２） 氏 名 

 

２．所有権等を移転する予定の土地の所在及び地番 

（１） 所 在  ○○市町村大字○○字○○    番地 （多数の場合、別表を作成。） 

（２） 面 積  ○○○○㎡（登記簿上面積） 
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様式第３号 

 

 

 

約  諾  書 

 

 

 

○○市町村長 様 

 

 

私は、○○○○○○氏から、○○水源に係る森林保全のための協定の説明を受け、

当該協定について承知するとともに、当該協定を遵守することを約諾します。 

 

 

平成  年  月  日 

住所 

氏名             印 

 

 

 

１．当該協定に係る土地の所在及び地番 

（１） 所 在  ○○市町村大字○○字○○    番地 （多数の場合、別表を作成。） 

（２） 面 積  ○○○○㎡（登記簿上面積） 
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（別紙１） 

水源地取水位置、水源林範囲、森林の所在場所を記載する。 

 

白馬村楠川水源の水源林範囲 

 

（記載例） 
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○○水源に係る森林保全のための協定書（参考様式） 

 

 ○○市町村長（以下「甲」という。）と○○地区 代表者 ○○○○（以下「乙」という。）

とは、○○水源に係る森林（以下「水源林」という。）の保全のために次のとおり協定を締結

する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、甲乙合意のもと必要な事項を定め、○○水源に係る森林の保全を図るこ

とを目的とする。 

 

（水源林の範囲） 

第２条 水源林の範囲は、別紙１に定める範囲とする。 

（協定の期間） 

第３条 この協定の期間は、締結日から平成○○年○○月○○日までとする。 

    ただし，期間満了後の期間延長に関しては，期間最終年度に甲・乙協議するものと

する。 

（甲の責務） 

第４条 甲は、水源林について、次の条件を遵守する。 

（１） 水源林の機能の高度発揮のために森林整備等の必要な措置を講じる。 

（２） 保全する森林の状況について、知り得た情報を速やかに乙へ伝えること。 

（３） 水源林内の土地所有者の変更等の情報を得た場合、速やかに乙へ伝えること。 

（４） 森林整備等のやむを得ない事由により立木の伐採もしくは他の用途に転用する場 

合は、あらかじめ乙に通知し協議するものとする。 

（乙の責務） 

第５条 乙は、水源林について、次の条件を遵守する。 

（１） 水源林としての重要性を十分認識し、地域内での情報共有及び地域（地区）住民 

への情報提供に努めること。 

（２） 水源林内の土地所有者が、土地の所有権及び地上権又は賃借権を移転（売却、賃 

貸契約）をしようとする情報を得た場合は、速やかに甲へ伝えること。 

（３）水源林内の土地所有者が、土地の所有権及び地上権又は賃借権を移転（売却、賃

貸契約）する情報を得た場合は、新たな土地の権利予定者へ協定書の内容を速やか

に伝えること。 

（４）甲が水源林の維持管理（森林整備等）を実施する場合は、協力すること。 

自治会等と協定する場合 
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（５）その他必要な事項については、甲乙協議の上定めるものとする。 

（協定の解除） 

第６条 この協定の変更又は廃止は、甲乙の合意によらなければならない。 

 

（協定に定めのない事項） 

第７条 この協定に定めのない事項又は疑義が生じた事項については、その都度、甲乙が協

議の上、必要事項を定めることができる。 

 

 

この協定締結に同意しその内容を証するため、本書を２通作成し、甲乙両者において、記

名押印の上、各自その１通を保有するものとする。 

 

 

 

平成  年  月  日 

甲 住  所 

 氏  名          印 

乙 住  所 

 氏  名          印 
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